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 質　問　事　項 

 

№　　１　　

「小学校給食費の負担軽減」と「給食の質の維持」について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

令和８年度から、国による学校給食費の抜本的な負担軽減、いわゆる「小学

校給食費の無償化」の対応を受けて、本市においても小学校給食費の無償化が

始まった。 

小学校給食費の負担軽減は、子育て世帯の経済的負担を軽減する観点から、

大変意義のある施策であると考える。特に、物価高騰が続く中において、子育

て世帯の負担を軽減することは、子育て支援策として重要である。 

一方で、給食は単に食事を提供するだけのものではなく、子どもたちの成長

や健康を支えるとともに、食育の役割も担っている。 

そこで、本市において小学校給食費の負担軽減が実施される中、今後におい

ても、栄養面や食材、献立内容などを含め、子どもたちに提供される給食の質

を維持・向上していくことができるのか、また、今後更なる物価高騰が生じた

場合においても、子どもたちにとってより良い給食を安定して提供し続ける

ことができるのか、本市の現状と考えについて伺う。 

 

（１）　これまでの給食費の考え方について 

（２）　給食費負担軽減による財政負担の変化について 

（３）　給食費の負担軽減に係る交付金の申請額について 

（４）　物価高騰が給食に及ぼす影響について 

（５）　負担軽減後の給食の質の維持・向上について 

（６）　今後の給食費について 

（７）　給食費の負担軽減が食育に与える影響について 

（８）　より良い給食を将来にわたって安定して提供するための取組につい

て


